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2 監査の種類

　地方自治法第１９９条第７項に基づく財政援助団体等監査

３

（１）対象局（所管課）

（２）対象団体等

４ 監査対象事務等

５

６ 監査の主な実施内容

７ 監査の実施場所及び日程

（１）　実施場所　監査委員事務局ほか

（２）　実施日程　令和６年１１月１２日から７年１月２９日まで

　監査に当たっては、対象局及び対象団体から、関係書類の提出を求めるとともに、説明を聴
取して実施した。
   また、令和６年１２月に、施設管理運営状況を確認するため、高松市仏生山交流センターに
おいて、実地監査を行った。

　前記監査対象事務の執行が、適正かつ効率的に行われているかなどを主眼として、監査を実
施した。

監査の着眼点

監査基準への準拠

　令和６年度の財政援助団体等監査は、高松市監査基準に準拠して実施した。

監査の対象

指定管理者　　「あなぶき・ことでんコンソーシアム」

局及び団体

市民局
（仏生山総合センター）

あなぶき・ことでんコンソーシアム

監査対象事務

令和５年度及び６年度において、指定管理者あなぶき・ことで
んコンソーシアムが行った、高松市仏生山交流センターの管理に
係る出納その他の事務

令和５年度及び６年度において、指定管理者として行った、高
松市仏生山交流センターの指定管理業務全般

市民局（地域協働部仏生山総合センター）

指定管理施設　「高松市仏生山交流センター」

令和６年度財政援助団体等監査の結果について
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８

指摘 意見 合計

2 － 2

1 － 1

3 － 3

※指摘・・・条例や規則等に違反しているか、著しく適切さを欠くと判断したもの。

※意見・・・組織及び運営の合理化の観点から改善が望まれるとしたもの。

市民局
（仏生山総合センター）

あなぶき・ことでんコンソーシアム

合計

局及び団体

監査の結果

監査対象局及び監査対象団体の出納その他の事務の執行については、おおむね適正に処理さ
れていたが、別記のとおり、その一部に改善を要する事項が認められた。

今後とも、市民の信頼を得られるように、法令等を遵守し、より一層、厳正かつ適正な事務
の執行に努められたい。

また、当該事項について措置を講じたときは、地方自治法第１９９条第１４項の規定によ
り、その旨を監査委員に通知されたい。

なお、通知は、監査結果を公表した日から起算して６か月を経過する日の属する月の末日
までを目途に行われたい。
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４　指定管理料及び利用者数の推移

1　高松市仏生山交流センターについて

高松市仏生山交流センターは、高松市仏生山町甲２１８番地１に所在し、市民が集い交流するスペー
スと、身近な場所で行政サービスを提供する総合センター機能を持つ複合施設として、令和４年３月か
ら供用を開始した。

同施設は、供用開始時から、あなぶき・ことでんコンソーシアムが指定管理者として管理・運営を
行っている。（指定管理期間は、９年３月３１日まで）

２　指定管理者が行う業務内容

（１） 施設の運営に関する業務
（２） 施設の維持管理に関する業務
（３） 施設での事業に関する業務
（４） 施設の使用申請に対する許可及び取消し等に関する業務
（５） 施設利用の促進に関する業務
（６） 利用料金の徴収に関する業務

３　指定管理者の取組について

令和５年度の年間利用者数は６万人を超え、「カラダとココロのすこやか交流」をコンセプトに、
「食べる」「動く」「話す」をテーマとした、健康づくりに関する講座やイベントなどを開催するほ
か、会議室等を貸し出しており、子どもから高齢者まで幅広い世代の利用促進に努めている。

高松市仏生山交流センターの指定管理について
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結果№ 項 目
公表文

該当ページ
局及び団体

1 所管課による指導監督体制について P5

2 利用料金の適正な承認手続について P6

3 指定管理業務の適正な遂行について P7
あなぶき・ことでん

コンソーシアム

区分

指摘
市民局

（仏生山総合センター）
指摘

指摘

令和６年度財政援助団体等監査結果一覧
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結果№ №1

告 示 番 号 告 示 日

所 管 課 等 区 分

指 摘 の 項 目

指 摘 す る 理 由

指 摘

根 拠 法 令 ・
通 知 等

内 容

監査実施年度／対象局 令和６年度／市民局

高松市監査委員告示第11号 令和7年2月28日

市民局
（地域協働部仏生山総合センター）

指　　摘

所管課による指導監督体制について

所管課は、指定管理者が基本協定書等を遵守しているかなどを適宜確認し、指導
監督すべきであるが、維持管理業務等について、十分な確認等がされていなかっ
た。

所管課は、指定管理業務の遂行状況を把握し、必要に応じて協議するな
ど、指定管理者と連携を取り、指定管理業務が協定書や管理運営基準書等に
基づき適正に実施されるよう、指導監督体制を構築されたい。

高松市仏生山交流センターの管理に関する年度協定書（令和６年度）

（管理経費）
第６条 甲は、乙が基本協定書、年度協定書、管理運営基準書、募集要項、指定管
理業務実施計画書等に従い、本業務を適切に実施していることを甲が確認すること
を条件として、乙に対し、本施設の管理運営に必要な経費（以下「管理経費」とい
う。）として、次のとおり、四半期ごとに分け、各四半期の当初月末までに乙の適
法な請求に基づき支払うものとする。

財政援助団体等監査結果
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財政援助団体等監査結果

結果№ №2

告 示 番 号 告 示 日

所 管 課 等 区 分

指 摘 の 項 目

指 摘 す る 理 由

指 摘

根 拠 法 令 ・
通 知 等

内 容

監査実施年度／対象局 令和６年度／市民局

高松市監査委員告示第11号 令和7年2月28日

市民局
（地域協働部仏生山総合センター）

指　　摘

利用料金の適正な承認手続について

高松市仏生山交流センターの利用料金については、条例において、指定管理者が
市長の承認を得て定めることとなっているが、利用料金の承認を行った証左は確認
できなかった。

指定管理者が利用料金を新たに定める場合には、高松市仏生山交流セン
ター条例の規定に基づき、適正に承認手続をとられたい。

高松市仏生山交流センター条例

（利用料金）
第１７条
２ 利用料金は、別表第１、別表第２及び別表第４に規定する使用料の額を超えな
い範囲内において、指定管理者が市長の承認を得て定めるものとする。
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財政援助団体等監査結果

結果№ №3

告 示 番 号 告 示 日

所 管 課 等 区 分

指 摘 の 項 目

指 摘 す る 理 由

指 摘

　

根 拠 法 令 ・
通 知 等

内 容

高松市仏生山交流センターの管理に関する年度協定書（令和６年度）

（管理業務の履行）
第４条 乙は、法、条例、高松市行政手続条例（平成８年高松市条例第４号及び労
働基準法（昭和２２年法律第４９号）などの関係法令のほか、基本協定及び年度協
定の規定並びに乙が要項に基づき甲に対して提案した内容（末尾添付）に従い、善
良な管理者の注意をもって、誠実かつ適正に管理業務を履行しなければならない。

監査実施年度／対象団体 令和６年度／あなぶき・ことでんコンソーシアム

あなぶき・ことでん
コンソーシアム

指　　摘

指定管理業務の適正な遂行について

指定管理業務について、協定書や管理運営基準書等を遵守していないものや、所
管課に対し必要な報告を行っていないものが見受けられた。

指定管理業務について、協定書や管理運営基準書等を遵守した業務体制
を構築するとともに、必要に応じて協議及び報告を行うなど所管課と連携
し、指定管理業務を適正に遂行されたい。

高松市監査委員告示第11号 令和7年2月28日
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